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インターバンクの声 （2015 年 5 月 25 日） 
 

先月以降のドル円相場では、個別の相場材料に対する短時間での変化が７０

銭を超えて来ると、およそ最大級の反応であると見做すことが出来そうだ。

先週末の米４月消費者物価指数の発表後、コア指数が２０１３年１月以来の

高い伸び率を示し１２０円８０銭台から１２１円５０銭台に急上昇。およそ

７０銭ほどのドル上昇反応となり、１５日に米鉱工業生産やミシガン大学消

費者信頼感など、同日に発表された米経済指標が軒並み弱い結果となってド

ルが７０銭ほど下げて以来の短時間での大きい振れ幅となった。月曜日がメ

モリアル・デーのため一日長くなった週末に備えるため早めにポジションを

整理する動きが重なったのかも知れないが、コア指数の伸びにしても前月と

同じだったことを考えると、やや想定外のドル買いの勢いにも感じられた。

金曜日のニューヨーク市場は、結果的にこの大きな変動だけで終わってしま

ったが、この数時間後のイエレン米連邦準備理事会（FRB）議長の年内の利上

げの可能性を示唆した発言に対する反応がほとんど無かったのも意外だった。

多くの人たちが、昼過ぎには帰り支度に取り掛かり始めていたのだろう。週

明けの東京市場では、日経平均の動向などは多少気になるが、本格的な再始

動は明日からになりそうだ。 
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